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2024 年 

冬 号 Ｋａｓｈｉｙａｅ ｎｅｗｓ ♧♧♧♧♧♧  ～弁護士の女房のつぶやき～ 

プリムラジュリアン 

晩秋から春にかけて沢山の花を咲

かせる多年草です。プリムラには 500

種類もあるそうで、ジュリアンはその代

表格になります。花言葉は「青春の喜

びと悲しみ」。寒さの厳しい冬に美しい

花を咲かせ、夏を目の前に枯れてしま

うことからのようです。花色が豊富で

冬の寄せ植えの定番になっています。 

２０２４年が穏やかに明けましたが、今年は元日にいきなりの能登半島地震、 

２日には羽田事故で年明け早々から日本中が重たい空気感になっています。元 

日の夕方、私はちょうど自宅に帰ろうと車に乗ったところでした。地震による津

波避難を呼びかけるアナウンサーの絶叫に近い強い呼び掛けに、これは尋常で 

はないとビックリしました。時間がたち、ニュースが流れる度に状況の悲惨さが 

鮮明になってきます。まだまだ時間が掛かるでしょうが、一日でも早い復興をお 

祈りします。遠く離れた能登と宮崎。私たちに出来ることは。・・経済を回すこと 

（ふるさと納税・募金）くらいしか思いつきません・・・・。▲この年末・年始の我が 

家は、外に出ている子ども達３人はだれも帰省しなかったのですが、私の姉夫 

婦が他県から帰省したので、久しぶりに大人ばかりで食卓を囲みました。大人 

ばかりの飲み会もいいもので、子どもに気遣いをしなくて済む・・とも思いまし 

た(笑)。正月２日は、せっかくなので鹿児島市内に行ってみようとの話になり、 

大人４人で鹿児島への日帰りドライブ。宮崎市から鹿児島までは高速で約２時 

間で、気分的にも楽です。お天気も良く、絶好のドライブ日和。車中からは、霧 

島の山々や桜島も綺麗に見えました。昼には鹿児島市内に着き、車を置いて路 

面電車に乗りました。まるで子どもの遠足です。天文館で昼食を取り、また路面 

電車で戻って車に乗り込み、行きとは違う道で帰ろうということで桜島へ渡るこ 

とに。今度は桜島フェリー発着場へＧＯ。正月のせいかまた普段からこんなに流 

通があるのか車の長い列が出来ていましたが、スムーズに乗船 

できました。▲波のない鹿児島湾をカーフェリーは穏やかに進み 

私たちはデッキで爽やかな風を受けました。向かう桜島は雄大で 

煙がのぼっています。母と姉夫婦と私の４人。何とも贅沢ないい 

時間でした。▲地震で甚大な被害があったこの正月。まだまだ 

時間はかかりますがきっと良い方向に向かい、人々が前向きに 

なれる時がくると思います。被災地に心をよせながら、いつの 

時も気を引き締めて日常を送りたいと思っています。 
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１月２日桜島 
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法 務 

務   

債務整理⑤ 

～自己破産手続きの流れ～ 

① 依頼者が弁護士に相談後、弁護士が事件受任する 

弁護士が依頼者からお話を伺い破産事件ということで受任した上で、依頼者 

から委任状をもらいます。 

② 弁護士から債権者に受任通知・回答書（債権状況の回答を求めるも

の）の発送をする 

債権者に受任通知・回答書を発送します。この受任通知には法的な効力があ  

りますので、債権者はこの通知を受け取るとその後は債権の請求や取立ができ 

なくなります。その後、債権者からは回答書の返送があります（債務額・初回  

借入日・最終返済日などを記載した内容）。 

③ 破産申立書類を作成して申立の準備をする 

裁判所へ提出する主な申立書類は以下の通りです。陳述書（依頼者の職歴・ 

家族・破産に至った経緯・これまでの生活状況の記載・債権者一覧表・保証人 

等一覧表・公租公課一覧表・資産等一覧表・申立をする前月の家計表）、住民 

票、所得（課税）証明書か源泉徴収票の写し、過去一年分の預貯金通帳写し、 

保険証券写し、無資産証明書、受任通知書写し、領収書写し、委任状など。 

④  依頼者の住所地を管轄する裁判所に破産手続きの申立をする 

③の申立書類を裁判所に提出します。  

⑤  裁判所が申立書類を審査する 

裁判所の書記官が提出書類を厳しく審査して、不足の書類等があればこれ  

を 

不 

 

  

 

 

お役立ち情報室

 

「自己破産」は、裁判所での手続きを通して債務者の財産を債権者に配 

当し、それでも返済できなかった借金は免責（返済義務の免除）しても 

らう法的な手続きで、破産者に生活を再建する機会を与えるというもの 

です。裁判所に自己破産申立をした場合、裁判所は申立人の状況に応じ 

て「同時廃止」か「管財事件」のどちらかで手続きをします。 

まずは、「同時廃止」の手続きの流れについてお伝えします。 

 

今回は、「自己破産手続の流れ」についてお伝えします。 
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を補充・訂正するように連絡がきます。 

⑥ 破産手続き開始決定が下される 

 提出した書類に不備がないことが確認されたあと、依頼者が支払不能状態にあると 

裁判官に判断されれば、破産手続きの開始決定がなされます。開始決定がでると官報

に名前が掲載されます。 

⑦（Ａ）同時廃止か（Ｂ）管財事件の手続きになる 

 （Ａ）同時廃止とは・・・破産管財人が選任されず、破産手続き開始決定と同時  

に破産手続きが廃止される手続きのことです。自己破産では、原則的には破産者の財 

産を処分して換価し、債権者に配当する必要がありますが、破産者が一定の財産を有 

していない場合は債権者への配当をすることができません。したがって破産手続きは 

廃止されて終了します。破産手続き開始の時点で、破産者が一定の財産を有していな 

いことが明らかな場合は、開始決定と同時に廃止決定も行われます。このことから 

「同時廃止」といわれます。同時廃止になった場合は、予納金として 1 万円程度を 

裁判所に納める必要があります。 

 （Ｂ）管財事件とは・・・破産者に換価して配当する財産がある場合、或いは財 

産があるかどうかを調査する必要がある場合に破産管財人（別の弁護士）が裁判所か 

ら選任され、破産者の財産の調査、換価処分、債権者への配当、免責に関する調査な 

どが行われることです。管財人の調査等の結果、破産者に財産がないことが明らかに  

なると、この時点で破産手続きは（異時廃止）されて終了します。→管財事件につい 

ては次回詳しくお伝えします。 

⑧ 免責許可（破産者の債務の支払義務を法的に免除すること）を得る 

 支払義務を免除してもらうためには「免責許可」を得なければなりません。しかし 

破産法上、免責不許可になる事由がない限り免責がなされます。また、免責不許可事 

由があっても裁判所の判断で免責される場合もあります。裁判所の運用によっては免 

責許可に対する裁判官の面接がない場合があります。 

⑨ 免責許可決定がなされる 

 申立書の記載や裁判官の面接によって、免責不許可となる事由がない場合は、免責  

許可決定がなされます。 

⑩ 免責許可決定確定 

 免責許可決定がなされてから４週間後にその決定は確定になります。裁判所に免  

責許可決定が確定したことを証明してもらい、すべての破産手続きが終了することに 

なります。この免責許可決定からの後７年間は、再度の破産免責は許可されません。 

 


